
















 

乳児期における SIDSの発生頻度および症例の周産期におけるハイ・リスク因子を、われわ

れが作成した調査用紙によって対照児とのコントロールスタデーを行ない、文献上のハ

イ・リスク因子を両検討する目的で、昭和 56年 12月より当院出生および新生児未熟児室

に院外より入院し生存退院した乳児を対象として、1～2 ヵ月、3～4 ヵ月、6～7 ヵ月およ

び 12～13 ヵ月時に健康診断のときに、問診により near miss SIDS を疑わせる症状(チアノ

ーゼ発作、無呼吸発作、徐脈発作、急に色が悪くなった)があったかどうかを確認する追跡

調査を開始した。現在まで 449 例の低出生体重児を含む 3752 例について調査中であるが、

本システムから確認された near miss SIDS は存在せず、追跡調査も 1年間継続し確認した

例は未だ少数にすぎないので、集計の段階ではないが、当期間中に別の情報から昭和 56

年および 57 年に当院未熟児室に入院した低出生体重児か各 1 例の SIDS(症例①)および

near miss SIDS(症例②)を経験する機会を得たので、症例①は昭和 57年 10 月 28日の班会

議に於いて、症例②は昭和 58 年 1 月 11 日の周産期班会議に於いてそれぞれ報告した。 

  症例①および②の詳細は表6～表9の如くであるが、The Sheffield birth scoring system

では total score はそれぞれ 527 点および 508点で、ハイ・リスクであった。また文献上

周産期のリスク因子と挙げられている25 項日中、症例①②とも5項目に概当したが、うち

4項目は新生児因子で 2例とも共通していた。 


